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持つ（Pattison & Kahan, 1983）とされてはい
るが，中には希死念慮をもって行われるケース
も明らかに存在しており（Gardner & Gardner, 











































































































































































































小学校 21 12（57％） 0  （0％） 0 6  （50％）
中学校 10 3（30％） 2（67％） 0 3（100％）
高校 8 5（63％） 4（80％） 5 5（100％）



















































































































































5 1 3 9
③まずはSCに相談し，更なる対応








0 0 0 0
計 12 3 5 20
Table 4　 自傷児童・生徒への一般的対応（単位：
箇所）
小 中 高 計
⑧その他（教育相談部に相談し，担
任・SC・保護者と連携をとる） 7 0 0 7
③担任などに相談し，自らが継続的・
中心的に関わる 3 0 2 5
②創部の手当てに加え，保健室での
カウンセリング的な関わりを行う 0 2 2 4
④SCに相談し，自らが継続的・中
心的に関わる 2 0 1 3
⑥担任・その他先生方に相談し，お
任せする 0 1 0 1
①創部の手当てのみに留める 0 0 0 0
⑤保護者に連絡し，お任せする 0 0 0 0
⑦SC等に相談し，お任せする　 0 0 0 0
計 12 3 5 20
Table 6　 緊急対応における学校全体の組織的
対応システムの有無（単位：箇所）
小学校 中学校 高校 計
無い 5 2 3 10




0 0 1 1





































小学校 中学校 高校 計
検討会などは全く設け





1 0 1 2
必要に応じて組織的な
検討会などを設けている 5 0 0 5
定期的に検討会を行っ
ている 1 1 1 3


















0 0 0 0
その他（来年度明文化の
予定） 1 0 0 1
計 7 1 2 10
Table 7―3　 心療内科や精神科等を受診した時
に，学校として当該病院との連携













0 1 1 2



























































いる（Cairns & Cairns, 1994; Huesmann, Eron,
 & Lefkowitz, et al. , 1984; Lagerspetz & 
Björkqvist, 1994; Moskowitz, Schwartzman, 
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